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◦全員一致で同意・承認・可決した議案

◦賛否が分かれた議案

（令和₅年第₂回臨時会、₆月定例会）提出議案提出議案ととその結果その結果提出議案提出議案ととその結果その結果 　議会では上程された議案を、所管する４つの常任委員会（政策総務・文
教福祉・まちづくり・市民環境）に付託し、審議を重ねます。その上で、
各議案に対する賛成の立場を起立によって表明します。
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令
和
５
年
第

２
回
臨
時
会

第５０号 専決処分の承認を求めることについて（鴻巣市国民健康
保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議
　
長

● ● ● ● ● ● ● ● × × × ●

令
和
５
年
６
月
定
例
会

第５５号 鴻巣市名誉市民の決定について 同　　意 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● キ ● ● ● ● × × × ●
第５７号 鴻巣市税条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × × ●

第５８号 鴻巣市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × × ●

第５９号 鴻巣市障害者支援施設条例の一部を改正する条例 原案可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × × ●
第６４号 令和５年度鴻巣市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × × × ●

※なお、第１回臨時会は５月１８日に開催されましたが、会議が進展せず翌１９日に自然閉会となりました。

　●は議案に対して賛成、×は反対、キは棄権、欠は欠席　※議長は採決に加わらず　※並び順は議決順です

議案番号 議案名
令
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年
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２
回
臨
時
会

第５４号 鴻巣市監査委員の選任について
第４８号 専決処分の承認を求めることについて（鴻巣市税条例の一部を改正する条例）
第４９号 専決処分の承認を求めることについて（鴻巣市都市計画税条例の一部を改正する条例）
第５１号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度鴻巣市一般会計補正予算（第２号））

第５２号 鴻巣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び
鴻巣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

第５３号 令和５年度鴻巣市一般会計補正予算（第３号）

議案番号 議案名
令
和
５
年
６
月
定
例
会

第５６号 鴻巣市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
第６０号 鴻巣市文化芸術振興審議会条例
第６１号 鴻巣市都市公園条例の一部を改正する条例
第６２号 市道の路線の廃止について
第６３号 市道の路線の認定について
第６５号 令和５年度鴻巣市一般会計補正予算（第５号）
第６６号 令和５年度鴻巣市水道事業会計補正予算（第１号）

問
死
後
の
整
理
は
遺
族
に
と
れ
ば
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で
あ

る
。
市
役
所
の
窓
口
に
訪
れ
、
国

保
・
介
護
・
上
下
水
道
な
ど
あ
ち
こ

ち
の
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
市
民
を
移
動
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
担
当
課
の
職
員
が
窓
口
に
来

て
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
お
く

や
み
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
お
く
や
み
窓
口
は
市
民
課
に
専
用

窓
口
を
設
置
し
ま
す
が
、
健
康
保
険

や
年
金
、
介
護
な
ど
担
当
課
に
引
き

継
ぐ
場
合
で
も
可
能
な
限
り
遺
族
の

方
が
窓
口
を
移
動
す
る
こ
と
な
く
そ

の
場
で
手
続
き
が
行
え
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。
窓
口
の
運
営
に
当

た
っ
て
重
要
な
こ
と
は
利
用
者
に
寄

り
添
っ
た
対
応
で
あ
り
、
年
末
ま
で

を
実
証
的
な
運
用
期
間
と
し
、
利
用

状
況
や
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
お
く
や
み

窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
率
の
向
上
な

ど
運
用
の
最
適
化
を
図
り
ま
す
。
来

年
１
月
を
目
途
に
本
格
運
用
を
目
指

し
ま
す
。

問
入
場
券
を
持
参
し
な
い
有
権
者
の

期
日
前
投
票
の
手
続
き
は
。

答
宣
誓
書
の
記
載
内
容
と
選
挙
人
名

簿
を
対
照
し
、
必
要
に
応
じ
て
本
人

確
認
書
類
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、�

本
人
確
認
を
行
っ
た
上
で
投
票
用
紙

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
適
正
な
本
人

確
認
と
円
滑
な
投
票
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
、
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
北
新
宿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
投

票
所
へ
の
活
用
は
。

答
北
新
宿
地
区
の
人
口
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
現
在

の
投
票
所
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
今
後

の
人
口
の
推
移
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

問
投
票
率
向
上
に
向
け
た
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
と
成
果
は
。

答
鴻
巣
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

若
者
の
政
治
へ
の
参
加
意
識
の
向
上

を
目
的
に
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

で
の
啓
発
活
動
や
、
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
に
よ
る
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

選
挙
権
年
齢
の
引
下
げ
に
伴
い
、
高

等
学
校
で
は
校
内
放
送
で
の
選
挙
啓

発
や
、
街
頭
啓
発
活
動
へ
の
参
加
な

ど
の
取
組
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
実

際
に
本
市
の
１0
代
の
投
票
率
は
、
20

代
と
比
較
し
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
教
育
機
関
に
お
け

る
主
権
者
教
育
や
、
啓
発
活
動
の
成

果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
が
事
前

審
査
に
お
い
て
、
詳
細
に
確
認
を
行

い
封
印
し
た
届
出
書
を
立
候
補
届
出

の
当
日
に
開
封
し
、
全
て
の
記
載
内

容
を
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
。

答
立
候
補
の
届
出
を
間
違
い
な
く
受

理
す
る
た
め
に
再
度
の
確
認
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
届
出
の
受
付
会
場
へ
の
入
場
は
、

１
候
補
者
に
つ
き
複
数
人
と
す
べ
き

で
は
。

答
４
月
の
時
点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
「
５
類
感
染
症
」
へ
と
移

行
さ
れ
る
前
で
あ
り
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
１
候
補
者
に
つ
き
１

名
に
限
定
し
ま
し
た
。
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ン
ス
ト
ッ
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お
く

や
み
窓
口
の
設
置
は

日
本
共
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党
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